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令和７年７月８日（火） 

新里総合センター３階 

  大会議室 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※救急車を早く呼ぶポイントは、まず場所を伝えること。それから症状を伝えます。 

今年は時間も拡大し、認定証を受けられる講習に格上げです。消防署から天川さん中村さん長島さん藤生さん

新井さんの５名の講師をお迎えしました。全員が実技を体験。身をもって救命の大切なポイントを学びました。 

救急車が到着するまで、「胸を強く押すことを繰り返す」 
周りの人にも助けを求めて、できるだけ途切れないように押し続ける。 
（手のひらの付け根のあたりで胸の真ん中を、肘を伸ばして足を開いて体重乗せて） 

※普段から近所の

AED設置場所を確認

しておきましょう。 

※AEDは使用方

法を音声や表示で

教えてくれるので

心配はいりませ

ん。やるべきこと

を完了するまで何

度でも説明してく

れます。説明をよ

く聴きましょう。 

＜AED使用時の注意＞ 

1. 肌が濡れている → セットに入っているタオルで拭く 

2. ペースメーカーが入っている → よけて貼る 

3. アクセサリなど金属を身に着けている → 胸のあたりからよけておく（外さなくて OK） 

4. 湿布が貼られている → はがす 

5. 毛深くてパッドがつかない → 貼ったパッドを勢いよく剥がして毛をむしる。パッドを予備分に替える。 


